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首都圏空港（成田・羽田）の現状

成田

19Km

羽田

66Km

東京中心部

都心との位置関係

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際・国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

40ヶ国、94都市
1552便/週

・23:00-6:00の発着制限有
・国際拠点空港

・2009年度中に2180mの暫定滑走路を2500mに延伸予定

・24時間運用
・国内線基幹空港

・2010年10月に4本目の滑走路(2500m)が供用開始予定

合計 52.7万回 1億230万人 310万t

3ヶ国、3都市
98便/週

19.5万回

33.2万回

成田

（成田国際空港会社）

4000m
2180m

3548万人
(97:3)

225万t

羽田

（国・日本空港ビルデング等）

3000m
3000m
2500m

6682万人
(3:97)

85万t

空港概要

1出典：空港の距離はOAG Mar.09、国際線就航先は2009年3月JTB時刻表、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



首都圏空港（成田・羽田）の現状

○国際航空需要の増大に対処し、我が国の国際交流拠点としての機能を
確保するため、2009年度中の完成を目指し北伸による平行滑走路の
2500m化の整備を推進中。
○B滑走路を2500m化することにより、現在利用できないジャンボ機が利
用可能になり、米国西海岸まで運航可能。
○また、2010年3月に発着容量が22万回に増大するとともに、エプロンの
拡充や旅客ターミナルビルの能力増強、物流施設の機能向上、環境対
策・共生策等を推進。
○更なる容量拡大の検討に着手（成田空港会社は30万回を前提に作業）

成田空港

仁川空港配置図

羽田空港

○航空需要の増加から発着能力が既に限界に達していることから、2010
年10月末の供用開始を目指し、現在D滑走路及び国際線地区の整備を
含む再拡張事業を推進中。

○再拡張により、2011年4月には発着容量が35.0万回/年（昼間時間）に大
幅に増加。慣熟の後、40.7万回/年（同）を実現。

Ｂ滑走路

第１ＰＴＢ

第２ＰＴＢ

Ａ滑走路

Ｃ滑走路

Ｄ滑走路（建設中）

暫定国際線ＰＴＢ

新国際線PTB
（建設中）

国際貨物ターミナル
（建設中）

Ｂ滑走路

第２ＰＴＢ

Ａ滑走路

第１ＰＴＢ

320m延伸予定
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首都圏空港（成田・羽田）における国際線ネットワークの現状

出典：2009年3月JTB時刻表

4040ヶ国ヶ国、、9494都市都市 1,6501,650便便//週週

就航先（国際線）

欧州

・イギリス ・イタリア ・オーストリア
・オランダ ・スイス ・デンマーク
・ドイツ ・トルコ ・フィンランド

・フランス ・ロシア

1111ヶ国ヶ国 1414都市都市 173173便便//週週

アフリカ・中東

・イラン ・エジプト

22ヶ国ヶ国 22都市都市 55便便//週週

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 2222都市都市 360360便便//週週

中南米

・ブラジル ・メキシコ

22ヶ国ヶ国 33都市都市 99便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・グアム島
・タヒチ ・ニューカレドニア
・ニュージーランド
・パプアニューギニア
・フィジー ・北マリアナ諸島

88ヶ国ヶ国 1313都市都市 134134便便//週週

南京

アジア
1515ヶ国ヶ国 4040都市都市 969969便便//週週

パース

シドニー

ブリスベン

パペーテ

コナ

ウランバートル

北京

長春

天津
青島

大連
瀋陽

ソウル
釜山

杭州

西安
成都
重慶

ハノイ

ヘルシンキ

コペンハーゲン

ロンドン
パリ

ミラノ

アムステルダム

ミュンヘン
モスクワ

ローマ イスタンブール

フランクフルト

ウィーン
チューリッヒ

デリー
ムンバイ

タシケント

カラチ

ラホール

イスラマバードテヘラン

カイロ

ジャカルタ デンパサール

シンガポール

コロンボ

バンコク

プーケット

クアラルン
プール

コキタナバル
マーレ

セブ

ケアンズ

ポートモレスビー

クライスト
チャーチ

ゴールドコースト

オークランド

ヌーメア

ナンディ

サンパ
ウロ

ホノルル

デンバー

バンクーバー

サンフランシスコ

ポートランド
シアトル

ロサンゼルス
サンディエゴ
ティファナ

ダラス

デトロイト

トロント

シカゴ

シンシナティ

ミネアポリス

台北

香港 高雄

マニラ

ホーチミンシティ

グアム

サイパン

済州
上海

広州
深圳

廈門 サンアントニオ
ヒューストン

アトランタ

ワシントン

ニューヨーク

メキシコシティー

ボストン

東京
（成田・羽田）
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海外空港の現状～ソウル～

仁川

50Km

金浦

26Km
ソウル中心部

都心との位置関係

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線
就航先

備考

256万t
43ヶ国、124都市

1787便/週

2ヶ国、3都市
105便/週

合計 32.5万回 4523万人 275万t

19万t

・24時間運用
・国際線ハブ空港

・一部国内線も就航（済州、釜山、大邸）

・23:00-6:00の発着制限有
・国内線空港

・一部国際線も就航（羽田、関空、虹橋）

21.3万回

11.2万回

仁川

（仁川国際空港公社）

4000m
3750m
3750m

3142万人
(98:2)

金浦

（韓国空港公社）

3600m
3200m

1381万人
(12:88)

空港概要

○航空需要が増大したため、騒音・環境問題を抱える金浦空港から海上空港である仁川空港に国際線を移転。

○2001年より、ソウル市内から金浦空港を経由し、仁川空港を結ぶ空港鉄道を建設。2007年3月から、第1段階として仁川空港－金浦空港間（6駅、
37.6km）が開業。両空港を約30分で結ぶも、現在のところ需要は伸びず、1日当たりの利用者数は1万7千人程度（需要予測の約7%程度）。なお、2010
年に全面開通し、仁川空港－ソウル市内を40～50分で結ぶ予定。

4出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



海外空港の現状～ソウル～

○2008年6月より、第3滑走路、コンコース（サテライトビル／32スポット）
の本格供用が開始し、発着回数は年間41万回、取扱能力は旅客数
4,400万人、貨物量450万トンに拡大（コンコースとPTB間を地下で結ぶ
シャトルが運行）。

○2006年から、自由貿易地域（FTZ：2,093,000㎡）が開設され、現在、
DHL、AACT、AMB等、65の国際物流会社が利用。

○仁川空港の国際貨物取扱量は、2007年252万トンで世界第2位。
○航空会社の路線開設のインセンティブとして、新規乗り入れ航空会社に
対しては、着陸料を１年間免除。既存の乗り入れ航空会社に対しても、
増便する場合は、着陸料を１年間50％割り引くとともに、深夜運航を行
う場合も、同25％割引を実施。

○マスタープランでは、将来的に4本目の滑走路（4000m）と残り3つのコン
コースを建設する計画あり。

仁川空港

仁川空港配置図

金浦空港

第１滑走路

国内線
ターミナル 国際線

ターミナル

第１滑走路

第２滑走路

第３滑走路

ＰＴＢコンコース

○仁川空港への国際線移転後、利便性の高い金浦空港の余った容量の
有効活用を各方面から指摘されたこともあり、仁川空港の国際ハブ空
港としての発展に支障のない範囲で、金浦空港に国際チャーター便が
認められたところ。

○韓国は首都圏に人口が集中していることに加え、2004年に開通した韓
国高速鉄道（KTX）や高速道路の整備により、国内線は厳しい状況に
あることから、空港経営上、金浦空港の更なる国際化を望む声あり。

○金浦空港は、現在でも空港能力に余力があるため、将来的に空港を拡
張する計画はない。

第４滑走路（予定）

コンコース（予定）

第２滑走路

貨物ターミナル地区
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ソウルにおける国際線ネットワークの現状

4343ヶ国ヶ国、、124124都市都市 1,8921,892便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 1313都市都市 185185便便//週週

中南米

・ブラジル

11ヶ国ヶ国 11都市都市 33便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・グアム島
・ニューカレドニア
・ニュージーランド ・フィジー
・北マリアナ諸島（サイパン）

66ヶ国ヶ国 88都市都市 5454便便//週週

アジア
1717ヶ国ヶ国 8080都市都市 1,4861,486便便//週週

サンパウロ

欧州
・イギリス ・イタリア ・オーストリア
・オランダ ・スイス ・スペイン
・チェコ ・ドイツ ・トルコ

・フィンランド ・フランス ・ロシア

1212ヶ国ヶ国 1717都市都市 130130便便//週週

アフリカ・中東

・アラブ首長国連邦
・イスラエル ・イラン
・エジプト ・カタール

55ヶ国ヶ国 55都市都市 3434便便//週週

パリ

カイロ

ドバイ

ドーハ

メルボルン
シドニー

ブリスベン

ムンバイ

ジャカルタ
デンパサール

クアラルンプール

ホノルル

煙台

ロンドン

ミラノ

アムステルダム

モスクワ

チューリッヒ

マドリード
タシケント

アルマティ

イスタンブールローマ
北京

重慶

長春

天津
済南
鄭州

ミュンヘン

フランクフルト
プラハ
ウィーン バンクーバー

サンフランシスコ

シアトル

アトランタ

ワシントン

ニューヨーク

トロント

ボストンシカゴ

ロサンゼルス

ラスベガス

ダラス

ナンディ

オークランド

牡丹江哈爾浜
ウラジオストック

延吉

ユジノサハリンスク

ソウル（仁川・金浦）

大阪
（札幌・福岡他21都市）

ヌメア

テルアビブ

テヘラン

成都

長沙

西安
青島

武漢
合肥

桂林

セブ

ウランバートル

プノンペン
バンコク

シンガポール

プーケット
カリボ

コキタナバル

三亜

ホーチミン

シェムリアップ

ハノイチェンマイ
デリー

深圳

杭州

上海
南京

マカオ
広州厦門

マニラ
ルソン グアム

サイパン

ラワグ

高雄
台北

香港

大連
瀋陽

威海
東京

サンクトペテルブルグヘルシンキ

カトマンズ
昆明

6出典：2009年3月OAG Flight Guide



海外空港の現状～北京～

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線
就航先

備考

119万t
49ヶ国、77都市

833便/週
・24時間運用
・国際線ハブ空港、国内線

40.0万回北京

（北京首都国際機場有限公司）

3800m
3800m
3200m

5358万人
(24:76)

空港概要

北京25Km

北京中心部

都心との位置関係

北京空港

○2007年の年間旅客数は5,358万人（国内4,072万人、国際1,286万人）
に達し、世界第9位。

○2007年10月に第3滑走路の供用が開始。2008年2月には、世界最大
となる第3旅客ターミナル（全長３km）が完成し、取扱能力は旅客数
8,200万に拡大。

○年間の発着回数は、2008年に43万回に達したが、管制や空域の制
約があるため、現在のところ、これ以上の拡大は難しい。ただし、空
域を管理する軍と調整できれば更に増える余地あり。

○北京首都空港の容量が将来一杯になることに備え、首都第2空港建
設の計画も存在。（建設時期と場所は未定。）

第１滑走路

第１ＰＴＢ

第２ＰＴＢ
第２滑走路

第３滑走路

第３ＰＴＢ

7出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



北京における国際線ネットワークの現状

4949ヶ国ヶ国、、7777都市都市 833833便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 1212都市都市 108108便便//週週

中南米

・ブラジル

11ヶ国ヶ国 11都市都市 22便便//週週

オセアニア

・オーストラリア

11ヶ国ヶ国 22都市都市 1212便便//週週

アジア
2121ヶ国ヶ国 3333都市都市 495495便便//週週

ニューヨーク

欧州 1515ヶ国ヶ国 1919都市都市 172172便便//週週

アフリカ・中東

・アラブ首長国連邦 ・アルジェリア
・イスラエル ・イラン ・エジプト
・エチオピア ・カタール
・ジンバブエ ・ナイジェリア

99ヶ国ヶ国 1010都市都市 4444便便//週週

ロンドン

パリ

ドバイ

ドーハ

メルボルン
シドニー

ジャカルタ

クアラルンプール 北京

岡山
仙台

プノンペン

シアトル

ヒューストン

ボストン

ワシントン

ローマ

テヘラン

タシケント

カイロ

トロント

サンパ
ウロ

フィラデルフィア

ホノルル

アブダビ

アルジェ

ルアンダ

ハラレ

ストックホルム

マド
リード

コロンボ

コペンハーゲン

アシガバード

ブリュッセル

ノボシビルスク

台北

マニラ

ホーチミン

シンガポール

サンクトペテルブルグ

アムステルダム

アジス
アベバ

バンコク

ハノイ

マカオ

ヤンゴン
デリー

イスラマバード

ラホール

カラチ
ダッカ

テルアビブ

ミュンヘン キエフ

ベルリン

ヘルシンキ

フランクフルト
モスクワ

ブダペスト

ウィーン

大邱
ソウル

福岡 名古屋
東京

大阪

バンクーバー

サンフランシスコ

ロサンゼルス

シカゴ

ハバロフスク

ウランバートル

務安

・イギリス ・イタリア ・ウクライナ
・オーストリア ・オランダ ・スウェーデン
・スペイン ・デンマーク ・ドイツ ・トルコ
・ハンガリー ・フィンランド ・フランス
・ベルギー ・ロシア

イスタンブール

広島

釜山
平壌

8出典：2009年3月OAG Flight Guide



海外空港の現状～上海～

浦東

12Km

虹橋

30Km

上海中心部
都心との位置関係

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際・国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

30ヶ国、61都市
938便/週

・24時間運用
・国際線ハブ空港、主要国内線（国内線：44都市、週4517便就航）

・24時間運用
・国内線専用空港

・一部国際線就航（羽田、金浦）

合計 44.1万回 5171万人 295万t

2ヶ国、2都市
63便/週

25.4万回

18.7万回

浦東

（上海機場集団有限公司）

4000m
3800m
3400m

2908万人
(46:54)

256万t

虹橋

（上海機場集団有限公司）
3400m

2263万人
(1:99)

39万t

空港概要

○虹橋空港周辺は市街地で拡張余地がなく、増大する航空需要をまかなうことができなかったことから、新たに沿岸部に浦東空港を建設。

○中国政府としては、虹橋空港に国際線を就航させると、入管・税関等の資源が分散するため、国際線は浦東空港に集中させたい意向。虹橋空港
の羽田、金浦線は、政治判断に基づく例外的な措置。

○2010年の上海万博の開催に向け、現在、地下鉄（2号線）の延伸が進められており、これにより空港アクセスが改善されるとともに、虹橋－浦東
間も約80分で結ばれる予定。

○浦東空港－上海市郊外（龍陽路駅）間の約30kmをリニアモーター（上海トランスラピッド）が約8分（最高速度430km/h）で運行。（なお、将来的に
浦東・虹橋両空港を結ぶ計画はあるが、現在のところ、実現の可能性は低い。）

9出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



海外空港の現状～上海～

浦東空港

○浦東空港は、北京首都空港とともに国際ハブ空港として位置づけ、
所要の整備を推進。

○2008年3月に、3本目の滑走路、第2旅客ターミナル、西貨物ターミナ
ルが供用開始され、取扱能力が旅客数6,000万人、貨物量420万ト
ンに拡大。将来的には、滑走路（5本）・ターミナルを拡張整備するこ
とで、取扱能力を旅客数8,000万人、貨物量570万トンまで引き上げ
る計画あり。

○DHL、UPS、FedEx等の主要航空貨物会社が浦東空港に貨物基地
を設け、ハブ空港として活用。

○浦東空港における貨物取扱量は急速に伸び、2007年は256万トン
（前年比18%増）で世界第4位。（国際貨物取扱量に限れば183万ト
ンで世界第7位）

第２滑走路

第１滑走路

第３滑走路

第１PTB

第２PTB

第４滑走路（予定）

第５滑走路（予定）

サテライト（予定）

仁川空港配置図

虹橋空港

第１滑走路
東PTB

○1999年の浦東空港の開港後、国内線の空港として運用（2002年10
月に虹橋空港の国際線が全て浦東空港へ移転）。その後、政府間
の合意により、国際チャーター便が2007年9月に羽田線が、同10月
には金浦線が就航。

○現在、2010年の上海万博に向けて、2本目の滑走路（3300m）と西
側ターミナルを建設中。2009年内に工事を完成させ、2010年3月に
も供用を開始予定。将来的に、取扱能力は旅客数4,000万人、貨物
量100万トンまで向上する見込み。

西PTB（建設中）

第２滑走路（建設中）
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上海における国際線ネットワークの現状

3030ヶ国ヶ国、、6161都市都市 1,0011,001便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 88都市都市 9898便便//週週

中南米

・メキシコ

11ヶ国ヶ国 22都市都市 44便便//週週

オセアニア

・オーストラリア
・ニュージーランド

22ヶ国ヶ国 33都市都市 2727便便//週週

アジア
1313ヶ国ヶ国 3535都市都市 739739便便//週週

サンフランシスコ

ロサンゼルス

アトランタ

ニューヨーク

トロント

シカゴ

欧州

・イギリス ・イタリア ・オランダ
・スイス ・ドイツ ・トルコ
・フィンランド ・フランス ・ロシア

99ヶ国ヶ国 1010都市都市 107107便便//週週

アフリカ・中東

・アラブ ・カタール
・バーレーン

33ヶ国ヶ国 33都市都市 2626便便//週週

ヘルシンキ

ロンドン パリ

ミラノ

アムステルダム
モスクワ

ドバイ
ドーハ

メルボルン
シドニー

デリー
ムンバイ

ジャカルタ
デンパサール

バンコク
マニラ

クアラルンプール

メキシコシティー

バーレーン

クリーブランド
札幌

岡山

新潟
富山
小松広島

済州

福島

名古屋

仙台

東京

松山大阪

オークランド

台北

プノンペン

シンガポール

ホーチミン

フランクフルト
ミュンヘン

チューリッヒ
バンクーバー

ティフアナ
鹿児島

沖縄

ソウル

マカオ

長崎 福岡
北九州

イスタンブール

務安
大邱清州

上海（浦東・虹橋）

釜山

11出典：2009年3月OAG Flight Guide



海外空港の現状～香港～

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線
就航先

備考

377万t
43ヶ国、112都市

2650便/週※
・24時間運用
・国際線ハブ空港

30.5万回香港

（香港機場管理局）

3800m
3800m

4704万人
(100:0※)

空港概要

香港
34km

香港中心部

都心との位置関係

香港空港

※特別行政区のため中国線も国際でカウント

○現時点における発着能力は58回/時間。
○発着能力拡大の検討を実施し、フェーズ1として管制面の工夫により
2015年までに発着能力を68回/時間にあげる予定。また、フェーズ2とし
て、第3滑走路整備を含めた更なる能力拡大策について2009年末まで
に検討を実施。

○2007年6月に、出発専用ターミナルとして、ターミナル2を整備。また、ター
ミナル1の改修・拡張を2011年までに実施予定。

○ターミナル全体の固定ゲートは、49スポットで、固定ゲート率は約95%。
2009年末までに、サテライトを整備し、10スポットを整備。
○ターミナル内もしくはターミナル間移動用のシャトルがあり、円滑な移動・
利便性を確保

○国際貨物取扱量は、2008年は380万トンで世界第1位。2つの貨物ターミ
ナルで取り扱っている（うち、Hactlターミナルで、約260万トンを取り扱い、
上屋としても世界1位。）が、2013年にキャセイ航空の貨物ターミナルが
新設。

○新規路線開設のインセンティブとして、新規路線を開設した航空会社に
対して、着陸料を1年間減免（25～75%割引）。

北側滑走路

南側滑走路

第1PTB

第２PTB

貨物ターミナル地区

出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ 12



香港における国際線ネットワークの現状

4433ヶ国ヶ国、、112112都市都市 2,6502,650便便//週週
うち中国線うち中国線3344都市、都市、883737便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 88都市都市 126126便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・ニュージーランド
・パプアニューギニア ・パラオ

44ヶ国ヶ国 99都市都市 123123便便//週週

アジア
1818ヶ国ヶ国 4242都市都市 1,3061,306便便//週週

バンクーバー

サンフランシスコ

シアトル

ニューヨーク

トロント

欧州
・イギリス ・イタリア ・オランダ
・スイス ・ドイツ ・トルコ

・フィンランド ・フランス ・ロシア

99ヶ国ヶ国 1010都市都市 176176便便//週週

アフリカ・中東

・アラブ首長国連邦
・イスラエル ・エチオピア
・カタール ・ケニア
・サウジアラビア
・バーレーン ・ヨルダン
・南アフリカ

99ヶ国ヶ国 99都市都市 8282便便//週週

モスクワ

ドーハ

メルボルン
シドニー

ブリスベン

オークランド

ムンバイ

ジャカルタ
デンパサール

プーケット

台北

ハノイ

釜山

デリー

バンガロール
チェンナイ

ラホール

ペナン

台中

福岡

鹿児島

名古屋

沖縄

大阪

札幌

東京

ケアンズ

モーリシャス

テルアビブ

リヤド

バーレーン

ヨハネスブルグ

デトロイト
ハートフォード

ヒューストン

ダバオ

ソウル

セブ

アデレード

高雄

コロール

パース

クチン

スバラヤ

シンガポール
コタナキバル

バンダルスリブガワン

バンコク

サムイ島

クアラルンプール

ホーチミン

アジスアベバ

ナイロビ

コロンボ

カラチ

ドバイ

カトマンズ
ダッカ

イスラマバード

ロンドン

パリ

アムステルダム

チューリッヒ

ローマ

ミュンヘン
フランクフルト

ヘルシンキ

シカゴ

ロサンゼルス

ルソン
マニラ

香港

哈爾浜

北京

青島

銀川

南寧

成都

天津

長春

重慶

貴陽

湛江

瀋陽

海口

昆明

西安

太原石家荘

桂林

深?

広州
汕頭

梅県

長沙
南昌

武漢

合肥

大連

済南

無錫上海

寧波杭州

鄭州

温州

福州

廈門

武夷山

南京

香港空港香港

（中国線）

3344都市都市 883737便／週便／週

哈爾浜

北京

銀川

成都

天津

長春

重慶

貴陽

瀋陽

昆明

西安

太原

桂林

長沙

無錫

青島

南寧

湛江
海口

石家荘

深圳

広州
汕頭

梅県

南昌
武漢
合肥

大連

済南

上海
寧波杭州

鄭州

温州

福州

廈門

武夷山

南京

三亜

ポートモレスビー

13出典：2009年3月OAG Flight Guide



海外空港の現状～シンガポール～

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線
就航先

備考

192万t
43ヶ国、115都市

2379便/週
・24時間運用
・国際線ハブ空港

22.3万回チャンギ

（CAAS※）
4000m
4000m

3670万人
(100:0)

空港概要

チャンギ
20Km

シンガポール中心部

都心との位置関係

チャンギ空港

※CAAS：Civil Aviation Authority of Singapore 

○チャンギ空港の取扱能力は、旅客7,300万人、貨物300万トンである。
○2006年に、管制面（機材に応じた到着機間隔の設定等）・施設面（誘導
路等の整備）の対策により、時間当たりの発着容量を20%増加。

○マスタープランに沿って、計画的にターミナルの整備・拡張等を実施。
ターミナル3が2008年1月供用し、ターミナル容量が拡大。また、2008年
5月から2011年7月までに、ターミナル1を改修予定。

○ターミナル内・ターミナル間を結ぶ5路線のシャトルがあり、利便で円滑
な移動を確保。

○トランジット客を含む利用者に対して、店舗、娯楽系・ホテルを含めた
各種施設が充実しており、トランジット時間の長さに対応し、様々な
サービスが提供されている。

○夜間帯誘致のため、2:00-6:00に離発着すれば、着陸料は40%割引と
なっている。

○LCC専用ターミナル（Budget Terminal）は、2006年3月に供用開始。
2009年中に拡張を実施。 LCC専用ターミナル内のオフィスやチェックイ
ンカウンター等の貸付料は、メインターミナルの50%に設定。

出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ

第１滑走路

第２滑走路

第１PTB

第２PTB

第３PTB

Budget Terminal

14



シンガポールにおける国際線ネットワークの現状

4343ヶ国ヶ国、、111155都市都市 2,32,37979便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ ・カナダ

22ヶ国ヶ国 88都市都市 7070便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・ニュージーランド

22ヶ国ヶ国 99都市都市 225225便便//週週

アジア

バンクーバー

サンフランシスコ

ワシントン

ニューヨーク

トロント

シカゴ

欧州
・イギリス ・イタリア ・オランダ
・ギリシア ・スイス ・スペイン
・デンマーク ・ドイツ ・トルコ
・フランス ・ロシア

1111ヶ国ヶ国 1414都市都市 162162便便//週週

アフリカ・中東

・アラブ首長国連邦 ・エジプト
・カタール ・クエート

・サウジアラビア ・ジンバブエ
・南アフリカ

77ヶ国ヶ国 1010都市都市 8686便便//週週

ロンドン

カイロ

バルセロナ

ナンディ

コロンボ

セブ
カリボ

ロサンゼルス

厦門

マニラ

南京

ラワグ
ルソン

台北

杭州

ハノイ

北京

広州
香港

ソウル

上海

天津

高雄

瀋陽

デリー

ミネアポリス

ハートフォード

ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ

ドーハ

コペンハーゲン

バンガロール
コーチ

アテネ

リヤド

クライスト
チャーチ

マエ

ラホール

ポートモレスビー

マーレ

深圳

福州

海口

南寧

マカオ

福岡 名古屋
東京

大阪

ダバオ

湛江

2121ヶ国ヶ国 7474都市都市 1,8361,836便便//週週

ジェッダ

コインバートル

ムンバイ

チェンナイ

ペナン
ランカイ

ケープタウン

サマラン
ジョクジャカルタ

スカルタ

マナド

マタラン
ディリ

ヨハネスブルグ

モーリシャス

パレンバン

メルボルン

シドニー

ブリスベン

オークランド

ケアンズ

アデレード

パース

ダーウィン

パダン メダンプカンバル

スバラヤ

バンダルスリブガワ

重慶

昆明

カトマンズ 成都

コルタカ

メナンコタナキバル

チェンマイ
バンコク

ホーチミン

シェムリアップ
ダーナン

プーケット
クアラルンプール

プノンペン

クチン

バリクパパン

デンパサール

ジャカルタ

アーメダバード

カラチ
ドバイ

クェート

シャムシャバッド

ダッカ

パリ

ミラノ

アムステルダム

モスクワ
フランクフルト

ウィーン

ローマ

チューリッヒ

イスタンブール

アブダビ

ヤンゴン

アジア拡大版参照（次頁）

シンガポール

15出典：2009年3月OAG Flight Guide



シンガポールにおける国際線ネットワークの現状（アジア拡大版）

シンガポール

重慶

デンパサール

セブ

昆明

カトマンズ

北京

ソウル
天津

瀋陽

デリー

コルタカ

マナド

メナン

カラチ

マタラン

パレンバン

スカルタ スバラヤ

サマラン

ポートモレスビー

コタナキバル

クチン

マーレ

成都

バンダルスリブガワ

ディリ

福岡
名古屋

東京

大阪

ジョグジャカルタ

ラホール

アジア
2121ヶ国ヶ国 7474都市都市 1,8361,836便便//週週
・インド ・インドネシア ・インドネシア バリ
・カンボジア ・スリランカ ・タイ
・ネパール ・パキスタン ・バングラディッシュ
・フィリピン ・ブルネイ ・ベトナム
・マレーシア ・ミヤンマー ・モルジブ
・韓国 ・台湾 ・東ティモール
・中国 ・中華人民共和国澳門特別行政区
・日本

ダッカ

バリクパパン

ハノイ

カリボ

ジャカルタ

プカンバル

ムンバイ
マニラ

ルソン

ラワグ
海口

ホーチミン

メダン
パダン

プノンペン

ダーナン

クアラルンプール

ランカイ

ペナン

南京

広州

福州

上海
杭州

高雄

台北厦門

マカオ

南寧

チェンマイ

アーメダバード
シャムシャバド

チェンナイ

コインバートル

バンガロール

コーチ

コロンボ

ヤンゴン

バンコク
シェムリアップ

プーケット

湛江

香港
深圳
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１．ＬＣＣ専用ターミナルの現況
BUDGETターミナル 2006年 3月供用開始

＜フロアー面積＞：25,000㎡
（参考 ターミナル1 約28万㎡）

＜容量＞ 270万人/年
（参考： ターミナル1 2100万人/年）

＜スポット＞ ７スポット（ボーディングブリッジなし。）

＜利用エアライン＞ ２社
・Tiger Airways
・Cebu Pacific Air

※AIR ASIA 等は、メインターミナルを利用。

＜利用便数＞ １日６０便程度（離発着計）
うち、７～８割はTiger Airways
１年前は、１日５０便程度であり、増加傾向。

チャンギ空港のLCC専用ターミナル①

17



２．ＬＣＣ専用ターミナルの実態
＜運営時間＞ 24時間運営 （23:00～6:00 離発着15便/日程度）

＜ターミナル＞
１階： チェックインカウンター、待合いスペース、セキュリティーゲート、ＣＩＱ

店舗

２階： 連絡通路

（ターミナルの導線）
〔出発〕
１階でチェックイン→１階でセキュリティーチェック・出国手続き
→１階の搭乗ゲートで待機 → 徒歩で搭乗
〔到着〕
徒歩でターミナルまで移動→２階の連絡通路を経由
→１階で入国手続き・バゲージ →１階

＜ターミナル内のサービス施設＞
・ターミナル内のレストラン・コンビニ・物販（ＤＦＳ含）等の店舗

＜アクセス＞
・メインターミナルとは、エアサイド内で連絡できていない。無料
バスが両ターミナル間を５分程度で運行。
・市内主要ホテルへは、エアポートシャトル（９人乗り）が運行。（１５分間隔）

チャンギ空港のLCC専用ターミナル②

無料ﾊﾞｽ（LCC専用ﾀｰﾐﾅﾙ～ﾒｲﾝﾀｰﾐﾅﾙ）

チェックインカウンター（１階）

出国審査（１階）

店舗ゾーン（１階 エアサイド内） 18



海外空港の現状～クアラルンプール～

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線
就航先

備考

65万t
44カ国、92都市

1494便/週
・24時間運用
・国際線ハブ空港、国内線

19.4万回クアラルンプール

（マレーシア空港ホールディング）

4124m
4056m

2645万人
(65:35)

空港概要

クアラルンプール

50Km

クアラルンプール中心部

都心との位置関係

クアラルンプール空港

○旧空港（スバン空港）は拡張余地がなく、増大する航空需要をまかなうこと
ができなかったことから、郊外に新空港を建設し、1998年6月に供用開始。

○クアラルンプール空港の現時点の取扱能力は、旅客2500万人。
○LCC専用ターミナルが2006年3月に供用開始。LCCの旅客ニーズは堅調
に伸びており、2008年では、LCC専用ターミナルの旅客数が1000万人に
達し、空港全体の35%を占めている。

○ＬＣＣ専用ターミナルでは、着陸料やPSFCがメインターミナルの6割程度に
設定されている。また、オフィス・チェックインカウンター等の貸付料につい
ても、メインターミナルより安価に設定されている。

○現LCC専用ターミナルの取扱能力は4000人/時間であるが、拡張により
8000人/時間に拡大予定。

○将来的には、更に新LCC専用ターミナルを整備すること等により、空港全
体の取扱能力を、旅客6000万人まで拡大する計画。

第１滑走路

第２滑走路

メインターミナル
サテライト

LCCターミナル

出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ 19



クアラルンプールにおける国際線ネットワークの現状

4444ヶ国ヶ国、、9922都市都市 1,491,4944便便//週週

就航先（国際線）

北米

・アメリカ

11ヶ国ヶ国 22都市都市 66便便//週週

オセアニア

・オーストラリア ・ニュージーランド
・パプアニューギニア ・モルディブ

44ヶ国ヶ国 99都市都市 8484便便//週週

アジア

欧州
・イギリス ・イタリア ・オランダ
・スウェーデン ・ドイツ ・トルコ

・フランス

77ヶ国ヶ国 77都市都市 6363便便//週週

アフリカ・中東

・イエメン ・イラン
・エジプト ・カタール
・クウェート ・サウジアラビア
・バーレーン ・レバノン
・アラブ首長国連邦 ・南アフリカ

1010ヶ国ヶ国 1414都市都市 7575便便//週週

ロンドン

セブ

ロサンゼルス

厦門

マニラ
ルソン

台北

杭州

ハノイ

北京

広州

香港

ソウル

上海

高雄

イスラマバード

深圳

福州

海口
マカオ

東京

大阪

2121ヶ国ヶ国 5959都市都市 1,2641,264便便//週週

バンドン

マナド

マタラン

ヨハネスブルグ

メルボルン

シドニー

ブリスベン

オークランド

アデレード

パース

昆明

カトマンズ

ダッカ

ホーチミン

シェムリアップ
ビエンチャン

プーケット

プノンペン

ジャカルタ

シャムシャバッド

パリ

桂林

ゴールドコースト

ストックホルム

タシケント

ポートモレスビー

ジョクジャカルタスラカルタ

クアラルンプール

中南米

・ブラジル

11ヶ国ヶ国 11都市都市 22便便//週週

アジア拡大版参照（次頁）

ケープタウン

デリー

チェンナイ
チルチラパーリ

マーレ

ムンバイ

カラチ

ローマ
イスタンブール

アムステルダム
フランクフルト

クェートテヘラン
ベイルート

バーレーン
ドバイ

メダン

パレンバン
パダン

コロンボ

バンガロール

バンダアチェ

ヤンゴン

クラビ
コサムイ
バンコク

チェンマイ

バンダルスリブガワ

プカンバル

カイロ
ドーハマディーナ

ジェッダ リヤド

サアナ

アブダビ

ブエノスアイレス

ウジュンパンダン

デンパサール

シンガポール

スバラヤ

ニューヨーク

20出典：2009年3月OAG Flight Guide



クアラルンプールにおける国際線ネットワークの現状（アジア拡大版）

クアラルンプール

桂林

セブ

昆明
カトマンズ

北京

ソウル

デリー

マナド

カラチ

マタラン

バンドン

スラカルタ

ポートモレスビー

マーレ

バンダルスリブガワ

東京

大阪

ジョグジャカルタ

イスラマバード

アジア
2121ヶ国ヶ国 5959都市都市 1,2641,264便便//週週
・インド ・インドネシア ・ウズベキスタン
・カンボジア ・シンガポール ・スリランカ ・タイ
・ネパール ・パキスタン ・バングラディッシュ
・フィリピン ・ブルネイ ・ベトナム ・マカオ
・ミヤンマー ・ラオス ・韓国 ・香港 ・台湾
・中国 ・日本

ダッカ

ウジュンパンダン

マニラ

ルソン

福州

上海

杭州

高雄

台北

シャムシャバド

タシケント

パレンバン

厦門

メダン

チェンマイ

クラビ

パダン

プノンペン

コサムイ

プーケットコロンボ
バンダアチェ

バンガロール

チルチラパーリ

ハノイ

海口ヤンゴン

バンコク

ムンバイ

チェンナイ

広州

マカオ
香港

シンガポール

ホーチミン

深圳

シェムリアップ

ビエンチャン

デンパサール

スバラヤ
ジャカルタ

プカンバル

21



１．ＬＣＣ専用ターミナルの現況
ＬＣＣターミナル 2006年 3月供用開始
＜フロアー面積＞：31,601㎡

（参考：メインターミナル 336,000㎡）
＜容量＞ 4,000人/時間
＜スポット＞ 30スポット（ボーディングブリッジなし。）

うち、5スポットがワイド機対応。（A330等）
＜利用エアライン＞ ６社

・Air Asia
・Thai Air Asia 
・Indonesia Air Asia
・Air Asia X
・Cebu Pacific Air
・Tiger Airways

＜利用便数＞ １日 320便程度（離発着計）

年 ＬＣＣ利用数
ＫＬＩＡ

（空港全体）
対前年比
（ＬＣＣ）

2006年 467万人 2413万人 －

2007年 770万人 2645万人 －

2008年 1014万人 2753万人 ＋31.7%

～2009年2月 175万人 ＋約25%

LCCターミナル

メインターミナル

サテライト

クアラルンプール空港のLCC専用ターミナル①

ＬＣＣ専用ターミナルへ
移動する到着客

22



２．ＬＣＣ専用ターミナルの実態
＜運営時間＞ 24時間運営
＜ターミナル＞
１階： チェックインカウンター、待合いスペース、店舗
２階： セキュリティーゲート、ＣＩＱ、店舗

国際線出発における導線は、
１階でチェックイン→２階でセキュリティーチェック・出国手続き
→１階の搭乗ゲートで待機 → 徒歩で搭乗

＜ターミナル内のサービス施設＞
・ターミナル内のレストラン・コンビニ・物販（ＤＦＳ含）等の店舗

＜アクセス＞
・メインターミナルとは、エアサイド内で連絡できていない。バスが両ターミナ
ル間を20分程度で運行。（料金 RM 1.50 （約40円））
・市内へは、シャトルバスが運行しており、路線は充実している。（市内セント
ラル駅へは30分毎。深夜早朝も１時間に１本で運行。）

クアラルンプール空港のLCC専用ターミナル②

搭乗ゲート周辺（１階）

入国審査（２階）

自動チェックイン機（１階）

23



海外空港の現状～ロンドン～

ロンドン
中心部

ヒースロー

スタンステッド

24Km

45Km

ガトウィック空港

55Km

ロンドン・シティ

ルートン

51Km

10Km

都心との位置関係

空港名

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

88ヶ国、163都市
4153便/週

・24時間運用
・国際線ハブ空港、国内線

・24時間運用
・国際線、国内線

・24時間運用
・主として欧州国際線、国内線、LCC（ライアンエアーのハブ空港）

・24時間運用
・主として欧州国際線、国内線、LCC（イージージェットのハブ空港）

・22:00-5:15の運航時間制限有（土日は更に厳しい制限有）
・大型機は原則乗り入れ禁止

・欧州国際線、国内線、ビジネスジェット

53ヶ国、115都市
1373便/週

28ヶ国、126都市
1142便/週

20ヶ国、56都市
438便/週

13ヶ国、26都市
687便/週

140万t

18万t

23万t

4万t

0.1万t

48.1万回

26.7万回

20.8万回

12.0万回

ロンドン・シティ

（LCAL※2）
1508m 9.1万回

293万人
(76:24)

ヒースロー

（BAA)
3902m
3658m

6807万人
(92:8)

ガトウィック

（BAA)
3316m

3522万人
(89:11)

2378万人
(89:11)

995万人
(85:15)

スタンステッド

（BAA)
3048m

ルートン

（ACDL※1）
2160m

空港概要

※１ ACDL：Airport Concessions & Development Ltd. ※２ LCAL：London City Airport Ltd.
出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ 24



海外空港の現状～ロンドン～

◆政府は、各空港の役割分担について、主体的に関与・決定することはない（航空ネットワークは、エアラインと空港運営
者が商業ベースで作り上げるものであり、各空港の性格は、その結果にすぎないとの考え方）。

◆「航空会社や路線の性格によって空港の利用は区別されない」という原則の例外として、1996年空港法に基づき運輸省
が定めるＴＤＲ（交通分離規則：Traffic Distribution Rules）があり、旅客需要の旺盛なヒースロー空港とガトウィック空港に
ついて、混雑時間帯（＝ほぼ１日中）は、原則、貨物機とゼネアビ機の離発着を禁止している。

◆英運輸省は、航空旅客・貨物の長期需要予測を基に、今後30年にわたる基本的な空港政策及び主要空港の将来像を
まとめた白書（「航空交通の将来」）を2003年に公表。

◆白書の中では、ヒースロー空港については、３本目の滑走路と新ターミナルを2015-20年頃までに整備すべきとされ、ス
タンステッド空港については、近年の急激な発着回数・利用客の伸びを受け、速やかに（2011-12年頃）、２本目の滑走路
を整備すべきとされている。

◆各空港の運営者は、白書で示された方向性を参考にマスタープランを作成することになるが、策定に当たっては、白書
の内容にすべからく拘束されるわけではなく、また、地域住民等を対象に行うPIの過程で白書に示された方向性と異なる
結果になることもあり得る。

各空港の運営状況

25



海外空港の現状～パリ～

空港概要

空港

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

101ヶ国、206都市
4527便/週

・24時間運用
・深夜早朝（0:00-5:29）は騒音対策のため、発着回数を制限
・国際線ハブ空港、国内線

・空港用地が広大で、十分な拡張余地がある

・深夜早朝（23:30-6:00）は発着禁止
・発着回数を年間25万回に制限
・国内線、国際線（中・短距離便主体）

・住宅地が近くに存在し、拡張の余地がほとんどなし

・24時間運用
・定期便及び25名以上の座席を提供する欧州域内便の運航を禁止
・ビジネスジェット中心

・23:00-8:00発着禁止
・LCCの基地

28ヶ国、71都市
810便/週

－

8ヶ国、19都市
145便/週

230万t

11万t

－

0万t

55.3万回

23.7万回

ブルジェ

（ADP※)

3000m
2655m
1845m

－ －

ボーヴェ

（ｵﾜｰｽﾞ県商工会議所）

2430m
1105m

3.0万回
216万人
(99:1)

CDG
（ADP※）

4215m
4200m
2700m
2700m

5992万人
(92:8)

オルリー

（ADP※)

3650m
3320m
2400m

2644万人
(53:47)

11km 26Km

14Km

ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｺﾞｰﾙ

オルリー

ボーヴェ 105Km

ブルジェ

パリ中心部

都心との位置関係

※ADP：Aeroports de Paris

26出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



海外空港の現状～パリ～

◆９４年に制定された政令により、ブルジェ空港における定期便及び25名以上の座席を提供する欧州域内便の運航を禁止し、
①定期便（欧州域内・大陸間国際便）はシャルル・ド・ゴール空港及びオルリー空港で運航
②ビジネスジェットはブルジェ空港がメイン
との役割分担を形成。

◆上記政令の目的は、パリに就航しようとするビジネスジェットや小型チャーター機（提供座席数が２５席未満）のためのスロッ
トをブルジェ空港で確保し、以て欧州域内の航空輸送の自由化を図ること（規制を設けないとビジネスジェットや小型チャー
ター機がパリの３空港から事実上閉め出されることを懸念）。

◆シャルル・ド・ゴール空港とオルリー空港の役割分担については、法令レベルで定めたものはない。ただし、オルリー空港は
住宅地が近く拡張余地もないため、発着回数を年間25万回に制限しており、増加する航空需要をシャルル・ド・ゴール空港で
賄っているのが実情。

◆ 25名以上の座席を提供する欧州域内便の運航をブルジェ空港で禁止していることについて不満の声がある模様。 一方、
仏政府は、 25名以上の座席を提供する大陸間国際便の運航も禁止することを検討。

◆ボーヴェ空港は着陸料が比較的安いためＬＣＣ（ライアン・エア等）の利用が増加している。

各空港の運営状況
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海外空港の現状～ニューヨーク～

ニューアーク

ラガーディア

JFK

26Km
13km

19km

空港名

（運営主体）
滑走路 発着回数

旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

9ヶ国、15都市
322便/週

・24時間運用
・国内線（原則1500マイル以内）
・一部国際線就航（カナダ東部、カリブ海諸国）

・24時間運用
・国際線（全方面）、国内線

・24時間運用
・国内線主体、国際線

テターボロ

（PANYNJ※1)
2134m
1833m

18.2万回※2 － － －

・24時間運用
・ビジネスジェット、ジェネラル・アビエーション、貨物（小荷物）

・10万ポンドを超える航空機の利用禁止

ウェストチェスター

（ｳｪｽﾄﾁｪｽﾀｰ郡）

1996m
1357m

17.7万回
166万人
(1:99) －

1ヶ国、1都市
18便

・24時間運用
・国内線主体、国際線（カナダのみ）

71ヶ国、114都市
1654便/週

47ヶ国、86都市
1059便/週

39.2万回 1万t

44.6万回 161万t

96万t43.6万回

ラガーディア

（PANYNJ※1)
2134m
2134m

2503万人
(5:95)

JFK
（PANYNJ※1)

4400m
3459m
3047m
2559m

4772万人
(45:55)

3637万人
(30:70)

ニューアーク

（PANYNJ※1)

3353m
3042m
2073m

ニューヨーク
中心部

都心との位置関係

空港概要

※1 PANYNJ：ニューヨーク・ニュージャージー港湾局 ※2 PANYNJ公式HPより

テターボロ

20km

出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ

ウェストチェスター

48km
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海外空港の現状～ニューヨーク～

◆ラガーディア空港における運航距離制限（ペリメータールール）は、同空港の容量に物理的な制約がある中で、集中する
需要を抑え、より大きな容量を有するＪＦＫ空港とニューアーク空港への利用分散を促進するために、同空港を短・中距離
専用空港として運用するもの。

◆具体的には、ラガーディア空港の発着については、PANYNJの空港管理権に基づき、1984年より、1,500マイル以遠の地点
とのノンストップ運航が禁止されている。（ただし、デンバー路線、土曜日における運航等には距離制限を適用しない。）

各空港の運営状況
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海外空港の現状～ワシントン～

42Km

52Km

6Km

ダレス

ボルチモア

ロナルド・レーガン・ワシントン・ナショナル

ワシントン中心部

都心との位置関係

空港 滑走路 発着回数
旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量

国際線

就航先
備考

36ヶ国、46都市
617便/週

・24時間運用
・国際線（全方面）、国内線

・2008年に4本目の滑走路（2865m）が供用開始

・24時間運用
・国内線主体（原則1250マイル以内）
一部国際線就航（カナダ東部、カリブ海諸国）

・24時間運用
・国内線主体

10ヶ国、15都市
216便/週

9ヶ国、12都市
220便/週

38.3万回

27.5万回

29.7万回

ダレス
（MWAA※）

3505m
3505m
3200m
2865m

2453万人
(24:76)

36万t

レーガン・ナショナル

（MWAA※）

2094m
1586m
1497m

1867万人
(2:98)

0.2万t

2150万人
(5:95)

ボルチモア

（ボルチモア市）

3203m
2903m
1832m
1525m

12万t

空港概要

※MWAA:メトロポリタン・ワシントン・エアポート・オーソリティー（公社）

30出典：空港の距離・国際線就航先はOAG Mar.09、発着回数・旅客数・取扱貨物量はACI2007データ



海外空港の現状～ワシントン～

各空港の運営状況

◆レーガン・ナショナル空港における運航距離制限（ペリメータールール）は、同空港におけるジェット機の使用を限定的に
維持しながら、ダレス空港の利用を促進し、レーガン・ナショナル空港周辺の騒音を緩和する目的で導入。

◆現在、レーガン・ナショナル空港の発着は、連邦法及びFAA規則に基づき、1,250マイル以遠の地点とのノンストップ運航
が禁止されている。（1966年導入当初は650マイル。その後、1,250マイルまで拡大。）ただし、例外的に24スロット分につ
いては、1,250マイルを超えてノンストップ運航が可能。

◆一方、国際路線であっても、運航距離制限内にあるカナダ東部、バハマ、バミューダについては、レーガン・ナショナル空
港との直行便が認められている。

◆ダレス空港、ボルチモア空港は、就航都市、国内・国際路線の選択は原則自由。
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都市 空港 滑走路 発着回数
旅客数

（国際：国内）
取扱貨物量 国際線就航先

成田
（成田国際空港会社）

4000m
2180m

19.5万回
3548万人
(97:3)

225万t 40ヶ国、94都市、1552便/週

羽田
（国・日本空港ビルデング等）

3000m
3000m
2500m

33.2万回
6682万人
(3:97)

85万t 3ヶ国、3都市、98便/週

合計 52.7万回 1億230万人 310万t

仁川
（仁川国際空港公社）

4000m
3750m
3750m

21.3万回
3142万人
(98:2)

256万t 43ヶ国、124都市、1787便/週

金浦
（韓国空港公社）

3600m
3200m

11.2万回
1381万人
(12:88)

19万t 2ヶ国、3都市、105便/週

合計 32.5万回 4523万人 275万t

北京
北京
（北京首都国際機場有限公司）

3800m
3800m
3200m

40.0万回
5358万人
(24:76)

119万t 49ヶ国、77都市、833便/週

浦東
（上海機場集団有限公司）

4000m
3800m
3400m

25.4万回
2908万人
(46:54)

256万t 30ヶ国、61都市、938便/週

虹橋
（上海機場集団有限公司）

3400m 18.7万回
2263万人
(1:99)

39万t 2ヶ国、2都市、63便/週

合計 44.1万回 5171万人 295万t

香港
香港
（香港機場管理局）

3800m
3800m

30.5万回
4704万人
(100:0)

377万t 43ヶ国、112都市、2650便/週

シンガポール
チャンギ
（CAAS）

4000m
4000m

22.3万回
3670万人
(100:0)

192万t 43ヶ国、115都市、2379便/週

クアラルンプール
クアラルンプール
（マレーシア空港ホールディング）

4124m
4056m

19.4万回
2645万人
(65:35)

65万t 44カ国、92都市、1494便/週

ヒースロー
（BAA)

3902m
3658m

48.1万回
6807万人
(92:8)

140万t 88ヶ国、163都市、4153便/週

ガトウィック
（BAA)

3316m 26.7万回
3522万人
(89:11)

18万t 53ヶ国、115都市、1373便/週

スタンステッド
（BAA)

3048m 20.8万回
2378万人
(89:11)

23万t 28ヶ国、126都市、1142便/週

ルートン
（ACDL）

2160m 12.0万回
995万人
(85:15)

4万t 20ヶ国、56都市、438便/週

ロンドン・シティ
（LCAL）

1508m 9.1万回
293万人
(76:24)

0.1万t 13ヶ国、26都市、687便/週

合計 116.7万回 1億3995万人 185万t

CDG
（ADP）

4215m
4200m
2700m
2700m

55.3万回
5992万人
(92:8)

230万t 101ヶ国、206都市、4527便/週

オルリー
（ADP)

3650m
3320m
2400m

23.7万回
2644万人
(53:47)

11万t 28ヶ国、71都市、810便/週

ブルジェ
（ADP)

3000m
2655m
1845m

－ － － －

ボーヴェ
（ｵﾜｰｽﾞ県商工会議所）

2430m
1105m

3.0万回
216万人
(99:1)

0万t 8ヶ国、19都市、145便/週

合計 82.0万回 8852万人 241万t

ラガーディア
（PANYNJ)

2134m
2134m

39.2万回
2503万人
(5:95)

1万t 9ヶ国、15都市、322便/週

JFK
（PANYNJ)

4400m
3459m
3047m
2559m

44.6万回
4772万人
(45:55)

161万t 71ヶ国、114都市、1654便/週

ニューアーク
（PANYNJ)

3353m
3042m
2073m

43.6万回
3637万人
(30:70)

96万t 47ヶ国、86都市、1059便/週

テターボロ
（PANYNJ)

2134m
1833m

18.2万回 － － －

ウェストチェスター
（ウェストチェスター郡)

1996m
1357m

17.7万回
166万人
(1:99)

－ １ヶ国、1都市、18便/週

合計 163.3万回 1億1078万人 258万t

ダレス
（MWAA）

3505m
3505m
3200m
2865m

38.3万回
2453万人
(24:76)

36万t 36ヶ国、46都市、617便/週

レーガン・ナショナル
（MWAA）

2094m
1586m
1497m

27.5万回
1867万人
(2:98)

0.2万t 10ヶ国、15都市、216便/週

ボルチモア
（ボルチモア市）

3203m
2903m
1832m
1525m

29.7万回
2150万人
(5:95)

12万t 9ヶ国、12都市、220便/週

合計 95.5万回 6470万人 48万t

東京

ソウル

上海

ワシントン

ニューヨーク

パリ

ロンドン


